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景として，次に述べるようなモンゴ、ルの国家体制の変化と，牧畜社会の状況がある o 1990 年
























化複合(East AfricanCattleComplex) [Herskovits1926J であ る O そ こ では家畜に は個体性
が強く認められ[太田 1987a， 1987b; 福井199 1] ，それゆえ家畜の移譲はその場限りの商品交
換とは異なり，人々の聞に社会関係を創りだし維持・強化する役割を果たしていることが指摘











いて，家畜の分類範鴎を次のように 2分した[太田 1987aJ o (1) 弁別特徴が怒意的で， 対
象と人間との相互的な関わりのうちに形成されるような分類;身体特徴・行動特徴・所有関係





れているO太田によれば， r人び と が家畜個体を同定 し て記憶す る と き に は， 家畜個体が も っ
ている様々な属性を組み合わせること，つまり分類を積み重ねるという方法をとっているわけ
ではな」く，私たちが人聞を区別できるように家畜も個々に異なることが牧畜民には「見れば
わかる」というのである[太田 2002 : 26J 。 つ ま り 個体識別と は， 任意の一個体をすべての他
個体とは異なるものとして認知するということである。
家畜だけでなくモノ一般についても， r類」 あ る い は 「一般性」 に所属する よ う な個体性で
ある「特殊性J (particularity) と ， け っ し て語 っ た り 指示 し た り で き な い ， すなわ ち記述や指
示に還元できない個体認識である「単独性J (singularity) を区別す る議論がな さ れて き た [柄
谷 200 1 (1994):1 1， 出 口19952)J 。 家畜に対す る個体識別と い う 認知は， r見ればわか る 」 と
しかいいようのない個体の単独性に関わる認知なのである。だが，分類と特殊性/個体識別と




(commoditization)3) 状況 と ， すべての モ ノ が差異化 さ れて い て交換がま っ た く 不可能であ る
完全な単独化 (singular i zation)状況という理念的な 2つの極を想定した。そして現実の社会
や個々のモノは，実際には連続しているこの両極のあいだのどこかに位置づけられると論じ



























この 3点について本論で考察したし v。章立てとしては， 2 章で調査地の 自然環境と牧畜政策史

















われる「ゾドJ (ZUd)5) と よ ばれ る気象条件が重な り 合 っ て発生す る こ と が多 し 」 春に家畜が
大量死する現象そのものもゾドとよばれる。とくに， 1944 年の冬か ら1945 年の春にかけて と ，
1967 の冬か ら1968 年の春にかけて モ ン ゴル全土を襲 っ た ゾ ド は記録的な被害を も た ら し た。
近年では， 1999-2000 年 と ， 2000-01 年の2 年連続で多 く の地域がゾ ド に見舞われた。1999
年末と 2000年末の全国の家畜総頭数を比べると，約 3，357万頭から約 3，023万頭に減っており，
10% が失われてい る O こ の よ う に ， 家畜は 自然に対 し て ど う し よ う も な く 弱 く ， 牧民の生活
は家畜のそのような脆弱さのうえに成り立っている O
2-2. 牧畜政策の変遷




なった[二木 1993 : 115J 。




(励。百 00 ajakhuinnegde l) ， 通称 「 ネ グデjレJ (negdel; ① 統一 ・ 連合， ② 協同組合内 がつ く ら れ，
小規模な個人経営の牧民たちはそのメンバーとして組織された。メンバーの所有する家畜につ
いては，一部は私有財産として残されたものの，大部分は組合の財産として共有化された。本
論では， 1950 年代後半か ら か ら1980 年代末ま での集団化政策の も と で牧畜生産がお こ なわれ
ていた時期を「ネクーデノレ期」とよぶ。
ネグデ、ル期の牧畜政策は次のような変遷をとげた。ネク、、デル期は， 1955 年に全国規模の第
1 回ネ グテ、 ル員会議が聞かれて 「 ネ グデル模範定款」 が承認さ た と き に始ま る 。 定款に は ， 組
合員の所有する家畜のうち，共有化すべき部分と個人財産として残せる部分とが明示され，前
者は「共有家畜 J (肋 αmtyn o'mehbolo 肋mal) ， 後者は 「私有家畜J (khuviinmal ， αmi ηym αl)
と呼ば、れた。私有家畜の総頭数には上限が設けられ，原則として，砂漠性草原 (gov ' )地域で
は I家族に 1 50頭まで，森林性草原(肋 αngai)地域では 100頭までと決められた 7 ) [モンゴル
科学アカデミー歴史研究所 1988 [1969J-2:137J 。
その後，集団化は強化されていった。 1959年の第 2回ネグデル員会議では私有家畜の上限
は半分に減らされた[前掲書: 143J 。 こ の結果， 実際の世帯あ た り の私有家畜の平均頭数 も ，
←~ 29
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前年の 62頭から半減して 33頭となり[前掲書: 143J, 1964 年に は25 頭ま で減少 し た [坂本
1969:86J 。
ネク、、デル期の生産単位は生産小隊 (suur ')であった。生産小隊は， 1 ,....,3 世帯が近接 して移







私有家畜の頭数制限が緩和され，さらに 1990年には頭数制限は撤廃された[二木 1993 : 120ｭ
12 1] 。
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oftheMPR1981:178, 181 よ り 筆者作成。







2-3. デ レ ン郡での調査概要
この論文のもとになるデータは，モンゴル国ドンドゴビ県 (Dundgov ' aimαg) デ レ ン郡(Deren
sum) (図 2 )の一つの遊牧民家族のゲルに住み込み， 2001 年6 月11 日 か ら6 月30 日 ま でお よ
び 8 月 14日から 9 月 16日までの計 53日間に収集した。
デレン郡は首都ウランパー トルから南へ約 200 km の と こ ろ に位置す る 39 万ha の面積を も
っ行政領域である [Deren sum1980 年代後半] 。 地域区分と し て は砂漠性草原に属す る 。 デ
レン郡の人口は 2， 600人，世帯数は 612戸である。このうち 463世帯が，年間を通して草原に










住み込み調査を行ったのは， DD (76 歳， 男性) 10) を世帯主 と す る こ と か ら牧民のあ いだで
rDD の も のJ (DD-giinkh) な ど と よ ばれ る牧畜世帯であ る 。 こ れを本論では DD 家 と呼ぶ。 モ
ンゴ、ルでは，原則として夫婦と未婚の子らからなる核家族が，居住・家畜所有・消費の単位，
すなわち「世帯」をなし，家畜は世帯主の名義で私有財産として登録され課税される。 DDと
その妻 bz (63 歳) の問に は5 人の成人 し た子があ り (図3 )，長男 BJ (40 歳入 次男TL (37 歳入
長女 tg (34 歳) は そ れぞれ結婚 し て郡や県の中心地 と い っ た定住区に住んで い る 。 未婚の三
男 DJ (31 歳) お よ び次女 at (22 歳) と そ の夫 (24 歳) と息子 ( 3 歳) は両親 と 同居 し てい る 1 1) 。
定住区に住む息子や娘も家畜を所有していて，家畜の全部または一部を DD家に預けている。
DD 家は， 婚出 し た 3 人の子の家畜に加え， 知人 1 人の家畜 も預か つ てお り ， こ れ ら家畜群を
まとめて管理している。 2001年 8月に DD家が管理していた家畜の頭数は 259頭で，そのう
ち DD家の所有する家畜は 2 15頭であった。





BJ家 [郡の中心地] TL家 [郡の中心地] tg家 [県の中心地] DD家 [草原]
図 3 DD と そ の 子ど も ら の家族
3. ネ グデ ル期の家畜管理
3-1.家畜の所有関係と牧民の立場
デレン郡には 1954年， rナ イ ラ ム ダルJ (Nairamdal; 平和， 友好) と い う 名称の ネ グデルが設




ネグデルに所有を移した家畜の 50%までの登録，返還が可能 J [二木 1993 : 116J と 定め ら れ
































出産メス群とよぶ)，オスや妊娠しなかったメスを含む成熟した個体の群れ(不妊群)， 6 カ 月 ~












f子畜群の担当者は， 秋に ， 5~6 カ 月齢の仔畜を預か る。DD 家は約700 頭を預か っ た。 そ
して 1年間放牧して成長させた後，翌年 8月にオスは不妊群へ，メスは出産メス群へと引き渡






性は， 2~ 5 カ 月間ウ マや ラ ク ダで首都ま で旅を し て見聞を広め， 成功すれば高収入が得 られ
るこの仕事を好んだ。 5月，男性 3人が I生産大隊をなして，性別，種別に分けられた約
1 ，000 頭の群れを預か っ た。 こ れに は， デ レ ン郡中か ら集め ら れた共有家畜 ・ 私有家畜の ， 十
分に肥って出荷に適したオス，老いて妊娠しなくなったメス，発育が悪く間ヲ|き対象となった
仔畜，が混ざっていた。このとき全個体が体重を測定され，移送担当者は，預かった家畜の総
重量を， 10 月 に首都で納品す る ま でに何 ト ン増加さ せ る べ き か ノ ル マ を与え ら れた。 そ し て
首都近郊にて再び体重測定をし，総重量がノルマを越えると報奨金や家畜が与えられ，首都で
休んでからお土産を買って家路についた。
ウシは，出産するメスとその仔畜(出産メス群)， 12~ 36 カ 月 齢の オ ス (若オ ス群) ， 12~ 36
カ月齢のメス(若メス群)， 36 カ 月齢以上の成熟 し た オ ス (成オ ス群) の4 つ に分け ら れた。 群
れをこのように分ける理由は，ヒツジ・ヤギとほぼ同様である。










経験では約 60頭の出産メスとその未成熟の仔らを預かった。オスの仔は， 36"'"48 カ 月 齢で
成オス群に移され，去勢される。メスはそのま出身群に残り， 48 カ 月齢に達す る と 出産す
る。成オス群の担当者は約 1 00頭の去勢オスと数頭の種オスを預かり，冬から春の発情期には
種オスが出産メス群に移された。
ウマは，性・成熟度別に群れを分けられることはなく，種オスが自発的に 20 ，...， 30 頭の出産
メスとその仔・去勢オス・若いオスやメスを統率して集団をつくるのに任せられていた。ウマ
















































1966:20 1] 。 こ れは， 各個体が個体識別さ れ， そ の成長段階と所有関係に関す る情報が認識さ
れていたことを示唆するものである。
以下では，ネグデル期の私有家畜は牧民にとってどのような存在だったのかを DD家の人々
の語りに依拠して示してしぺ。まず， DD の私有家畜であ る ウ マ の群れの形成過程の事例を示
す。
【事例 l】 60年間続く家系
DD は1925 年生ま れであ る 。 彼は1940 年代初頭， 10 代後半の頃に現金50 to'g ( ト ゥ グ
ルク。モンゴルの通貨単位)で未経産のメスウマ (24 ~ 36 カ 月齢) を買 っ た。









この 1944-45 年の ゾ ド に よ っ てDD の家の家畜の ほ と ん どが死んだ り 行方不明に な っ
たりして失われた。だが DDが復員したとき，例のメスウマが生き残っていた。その後も，
1967-68 年の ゾ ド を は じ め と す る厳 し い冬， 春を何度 も経験 し たが， そ の なかで例の メ
スウマの子孫は少しず、つ増えていき，現在もその家系が続いている。 DDの馬群のなかに
今日いる数組の母子ペアや数頭、の去勢オスはその子孫であるという。
この例は，ネク、、デル期以前に DDが購入した I頭のメスウマが， DD の経験にお いて も現代




























1980 年代初頭， DD は12 ，......， 24 カ 月齢の メ ス ヒ ツ ジを他の牧民か ら現金に モ ノ を足 し て
交換で入手した。このヒツジが DD家に来た頃，長女 tgは 6年生でデレン郡の中心地に










やアメをあげるとついて来るようになった。やがて「デルベーJ (Delbee>delbe; ① 花弁 ②
耳たぶ)と呼ばれるようになり，デルベーが名前となった。デルベーは， I花っ き 」
(tsetsegte i) と 表現 さ れ る 白 地 に 黒 の 水玉模様 の 大 き な 耳 を も ち ， 走 る と 横 に 広が
(delbeg ηeたh) っ fこ O
DD と bz 夫婦はデルベーが l 歳を過ぎた頃， こ れを末娘 ot に与え た。 年の離れた末娘
。t は DD 家の みん なか ら かわ いが ら れて い た。 家畜の なかで特別にかわ いが ら れて い た
デルベーは， ot の も の に な っ た こ と で， も はや誰 も こ れを屠殺で き な く な っ た。 それで
このヒツジは食べないことになった。デルベーは長生きして何度も出産し， 2000 年に12
歳で天寿を全うした。その子孫は現在でも DDのヒツジ群のなかに 7頭を数える Oまたデ








DD は1 頭の若い メ ス ヒ ツ ジを商品交換 し ， こ れが子孫を増や し た。 と こ ろが孫の代では，
l 頭の死ぬべき状況に あ っ た仔がDD 家の人々 に人口晴乳さ れて大切に育て られた こ と に よ り
一命を取り留めた。牧民は，私有家畜を共有家畜よりも熱心に保護したようである 17)。私有家
畜と共有家畜の仔畜育成率と成畜の損失率を比較すると，共有家畜に比べて私有家畜の育成率
ははるかに高く損失率は格段に低いことが指摘されている[二木 1 993 : 118J 。
人口晴乳で育てられた仔はその経験をきっかけとして人間とのあいだに人格的な関係を取り
































ば，ある年の 6 ，......， 18 カ 月齢の ヒ ツ ジ ・ ヤ ギ と翌年の6 ，......， 18 カ 月 齢の ヒ ツ ジ ・ ヤ ギは別の個体
















































調査をおこなった 2001年は， 2 年連続の ゾ ド に よ り 多 く の家畜が失われた直後であ っ た。
DD 家で も 多 く の家畜が死んだ。DD 家が管理 し ていた家畜の総頭数は， 1999 年末に は513 頭
であったが，その後春までに激減して 2000年末には 258頭となり， 2001 年に な っ て も 出生率
が低かったり盗難にあったりしたために増加せず 2001年 8月現在で 259頭であった。
そのような時期であった 2001年の夏，デレン郡の牧民たちのあいだではゾドで失われた家
畜のことがよく話題にのぼった。 DDは，ゾドの話をするたびに「家畜は悪いウムチ (o 'mch ;
①所有，財産，②私有財産)だ」と言った。理由を問うと，家畜はどんなに多くてもたった一度
の冬で一挙に死んで失われるからだという。「ウムチ」には家畜以外に何があるか尋ねてみた。
DD の妻bz は ウ ム チ と よ べ る も の と し て， 貴金属の指輪， 腕輪， 耳飾 り ， 銀の飾 り 付 き の鞍，
銀の飾り付きの馬街，械訟を挙げた。これらは， DD 家の子ど も らが結婚す る と き に ， DD と










(近隣キャンプの 42歳の男性が DD家を訪れ， DD， bz と3 人で家畜に関す る 四方山話を していた。 )
DD は約l 年前， 家畜 ( ウ シ ， ヒ ツ ジ ， ヤ ギ各数頭) と交換で銀の飾 り 付 き の鞍を入手 し
て三男 D]に与えた。長男 B]が結婚したときには DDが，次男 TLが結婚した時には bz
が，自分のもっていた鞍を与えたので， 30 歳を過ぎたが当分結婚 し そ う も な い三男D] に
もそろそろ立派な鞍を与えようとして買ったという。これを聞いた訪問中の男性も，同じ
頃にウシ 12頭，去勢オスヒツジ 6頭，去勢オスヤギ 6頭と交換で，銀の飾り付きの鞍お
よび乗馬の尻をたたく棒をセットで手に入れたと語った。その後デレン郡はゾドに襲われ
たのであるが， 2 人は， 鞍な ど と交換では多 く の家畜を手放 し たが， そ の後の ゾ ドで さ ら
に多くの家畜がただ死んで失われていくなかで，鞍だけは手元に残ったことを喜び合った。
続けて DDは，長男 B]が一昨年ヒツジ 200頭と交換でロシア製の四輪駆動車を得たが，
間もなくしてこの自動車をポンコツだと言って売り，家畜を取り戻したことを話した。そ
の後デレン郡はゾドに襲われたため， B] は一度は入手 し た 自動車を手放 し たばか り か，
自動車と交換で取り戻した家畜を含むほとんどすべての家畜を失い，ゾドの後に一切の財
産を失っていたという。筆者が後で B]から聞いたところによれば， B] 家の家畜は1999


















(【事例 1 】 で紹介 し た DD， bz , 42 哉の訪問男性の会話の続き )
DD に よれば， 現在のDD 家の馬群は1940 年代に 50 tog. で買 っ た 1 頭の メ ス ウ マ に始
まり，このメスウマのオタム Cudαm ;①血統・子孫・末育，②遺伝)は繁栄し，何千 to g.
分にもなった。だが 1999年から 2000年にかけてのゾドでその大部分が失われた。しかし
ながら，灰色のメス，茶色のメス，白い去勢オスたちといった例のメスウマのオタムに属










られ，個体 Qの子孫も個体 Pのオタムに位置づけられている。 DDはこのような操作によっ
て 1940年代に買った l頭のメスウマの豊穣性を表現し，この事例によって家畜の殖えるとい
う性質を強調している。
DD は デ レ ン郡の最年長者の 1 人 と し て， 人生の なかで誰よ り も 多 く ゾ ド を経験す る と と も
に，その後に家畜群が再生する過程を何度も見てきた。今回のゾドで牧民の多くが家畜を失い，


























録が暖昧で，現時点での頭数は正確に把握されていな l \o対象を限定して， 1今年， 何頭の
メスヒツジを搾乳しているか」と尋ねても，やはり正確な頭数が得られないことが多い。とこ
ろが，調査者が群れのなかに入って任意のメスヒツジを捕まえて「これを(今年)搾乳してい
るか」と聞く， D 家の人々 は ヒ ツ ジの顔を見て即座に答えて く れた。 「今年， 搾乳 し て い

















帯の管理する群れと混ざり合ったとき， DD ら は家畜の顔を見なが ら 自分の個体を選択 して2
つの群れに分離したが，群れの個体の数を数えはしなかった。
以上から家畜は個体識別されていることが示された。ところで太田は「家畜が個体識別され
ると，同時に母子関係が認知可能になる J [太田 1987b : 818J と 述べてい る O そ こ で DD 家に
おける家畜の母子関係の認知について検討する。
【事例 5】母子関係の認知の暖昧さ
筆者が DDに「メスヒツジ Xの当歳仔はどれか」と尋ねたところ， DD は仔 ヒ ツ ジY
を指した。筆者は， Xが仔ヒツジ ZにたびたびH甫乳するのを目撃していたので， rx の仔
は Zではないか」と疑義を呈すると， bz も rx の仔は Y だ」と主張した。 bzが仔ヒツ
ジを使って試せばわかるというので，筆者が bzの言うとおりに Yを抱きかかえて Xの
傍に放した。すると， y は X に は追従 し なか っ た。 こ れを見た DD と bz はry は X の
子ではない」と認めた上で「私たちは今年，出産期に家にいなかったので母子関係をよく






試そう」と言い， 1 頭目 の候補を囲 し 、 か ら取 り 出 して メ ス の傍においたが追従 し なか っ た。

















DD 家の ヒ ツ ジ ・ ヤ ギ群の現存す る個体聞の血縁関係は， せいぜい3 世代であ る と い う 。 だ
が，この群れの元となる群れを長期間世話してきた DDと bzは，過去の個体間関係を知って
おり，現存する個体どうしの関係も過去に遡ってつなげることができるOこれに対して若い



















る J (たhairlakh ) と 殺せな く な る O だか ら名前はっ けな い」 と説明 さ れた。 筆者は， ア ルハ ン
















DD の ヤ ギの なかに は， 体毛が黒 く ， 耳が親指の先ほどの突起状であ る一群の個体がい
る。このような耳の特徴はホボ (khuv ;耳なしの・耳のきわめて小さし、)とよばれ，ヤギに稀
に現れる遺伝形質である O
DD に よ る と ， DD 家に現存す る ホ ボの黒ヤギは， ネ グデル期に ネ グデルか ら給付さ れ
た I頭の黒いホボの種オスヤギに由来する o DD 家は10 数年前， 長男BJ の妻と な っ た女
性の母の世帯と一緒に生産小隊をなし，ネグデノレのヒツジ・ヤギの群れを管理していた。




この事例では， DD が ホ ボ の黒ヤ ギに つ い て語る こ と に よ り ， そ の父祖に あ た る種オ ス が
























ロース 2000 [1967J:796J 。 奴隷につ いて は， 奴隷が財産であ る だけでな く 人間で も あ る ため ，
所有者が奴隷と密接に関わることで侮蔑とともに熱情や好意が育ってきてしまうといったパラ


































































DD の人生にお け る過去の記憶， すなわちDD の青年期や兵役の経験， 厳 しか っ た数々 の ゾ ド ，
子どもたちの成長，昔の生産小隊のなかま，かつて担当していたネグデ、ルの家畜，がつむぎ出
される o DD が家畜の過去につ いて語る と き ， 帰省中のBJ， TL やDJ， at が話に修正や補足を
加えることがあった。これに対して 1998年に婿入りした atの夫は， DD 家の 「特別な」 家畜
についての話を，筆者と同様に初めて聞くのであった。内堀は，モノが過去の記憶と結び、つい
た特別な意味をもつのは，往々にして，個人の記憶という私的な領域，あるいは限定された共







































テムの受容のしかたは文化により多様であることが指摘されてきたが [Parry and Bloch
























付記本稿は，平成 15-18 年度科学研究費補助金 (特別研究員奨励費) の研究成果の一部であ る 。
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注
1)モンコールは， 1921 年の人民革命の後， rモ ン ゴル人民共和国」 と し て社会主義建設の道を歩ん




3) r商品J (commodity) と は， 使用価値を も っ と 同時に， あ る独立 し た取 り 引 き のなかで他の
モノと交換されるモノである [Kopytoff 1986:68J 。
4) コ ピ 卜 フ は奴隷の人生を事例 と して， 一度は商品化さ れた モ ノ に も時間の経過に伴っ て再び単
独化される可能性が聞かれていることを具体的に示し，モノが時間の経過の中で商品化
(commoditiz り さ れた り 単独化(singularize) さ れた り ， ま た以前の相へ と戻 っ た り す る過程
について論じている [Kopytoff 1986:76J 。
5)ゾドの原因には，積雪・降雪の過多と過少，酷寒，猛吹雪，牧地のアイスパーン化などがある
[吉田 1 980 : 4 1] 。
6) 本論ではモ ン ゴル語の和訳は原則 と し て小沢 口983J に依拠す る 。
7)内訳は，砂漠性草原地域ではウシ 15頭(そのうち雌ウシは 5頭まで)，ウマ 15頭，ラクダ 20
頭，ヒツジ・ヤギは合わせて 100頭まで，森林性草原地域では，ウシ 15頭(そのうち雌ウシは
5 頭ま で) ， ウ マ10 頭， ラ ク ダ5 頭， ヒ ツ ジ ・ ヤ ギは合わせて70 頭ま で， と さ れた [モ ン ゴル
科学アカデミー歴史研究所 1988 [1969J-2:289J 。
8) 国家政策と し て ， 1987 年に生産請負制が， 1989 年に賃貸制が導入さ れた。 両制度の詳細につ
いては二木[1993 : 119-120J 参照。 デ レ ン郡で導入さ れた新制度は生産請負制 と考え られ る 。
9)デレン郡は 4つの行政区に分かれるが，後述する DD家が所属する第 2行政区には， 117 世帯
が属していた (2000年 12月末現在。デレン郡役場作成の統計による ) 0 2001 年8~9 月 に ， そ
のうちの 74世帯の居住集団の構成状況を調べたところ， 1~ 3 世帯か ら な る61 の居住集団に分
かれ，全体の 82% (50) が 1 世帯だけか ら な っ ていた。
10) 人名 は仮名 と し ， 男性は大文字2 字， 女性は小文字で， 年齢は2001 年現在の満年齢を表 し た。
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11) Ot 夫婦は珍 し く ， 夫の実家が貧 し か っ た こ と も あ り ， 結婚後3 年間 も妻万両親 と 同居 し て き
fこ O
12) ネ グデル期以前に は， 市場経済化期と 同 じ よ う に ， 各世帯が複数種類の家畜を所有 し て， 1 カ
所のキャンプで管理していた。
13) 老いて妊娠 し な く な っ た メ ス は， 不妊群に移 さ れて首都への出荷のため に肥育さ れ る か， 郡内
で消費された。
14) ヒ ツ ジ ・ ヤ ギの消費年齢は， 1980 年代初頭ま では約40'-' 50 カ 月齢であ っ たが， 1980 年代後
半には柔らかい肉が要求されるようになり，約 20カ月齢で出荷された。
15) 種オ ス は ， 自分の仔が成長す る と こ れを群れか ら追い出 し ， 他の種オ ス の群れに吸収さ れた。
16) 稲村 ら は， フ ブス ク、、ル県の牧民に よ る次のよ う な証言を報告 してい る o 15 年間ネ グデルの家
畜を死なさなければ，チャンピオンとして表象され，ゲルがもらえた。そのため， (ネグデルの)
家畜が死ぬと自分の家畜で穴埋めしなければならなかった J [稲村ほか 1 995 : 4J0
17) 弱 し 、家畜に対する保護 と し ては， 仔畜に対す る晴乳介助の ほか， 春先に疲弊 し た個体に手作 り
の栄養補助食(乳清や，秋の馬糞にニラ科植物 (taana)の汁または濃厚飼料を混ぜたもの)を
与えることがある。
18) ネ グデルの民営化につ いては別稿 [風戸2003J を参照。
19) 優秀な競走馬につ いては， 行政区 ・ 郡 ・ 県 ・ 国な どの地域集団においで情報が共有さ れ る こ と
均三ある O
20) DD 家では ゾ ド で ウ シが激減 し 調査時点では搾乳 していなか っ た ため， 実際の作業は観察 し
ていない。
2 1) 食肉用 と し て も っ と も重要な ヒ ツ ジ ・ ヤ ギは一般に ， 生後 7 '-' 8 年で屠殺さ れる 。
22) 奴隷の取 り 引 き において は， 労働力に よ っ て付与さ れた単位量が使われてお り ， 人間であ る奴
隷をこのような「売買単位」によって扱うこと自体が奴隷貿易の原理をなしていたとされる
[シーガル 1999 [1995J:48-50J 。
23) モ ン ゴルで、 は特定の家畜個体を儀礼的に聖別 し 自然死さ せ る こ と があ る O そ の場合， 宗教的な
布や護符といった可視的なしるしを当該個体の首につける。これは，単独性を特定個体に限定す
る効果があると考えられる。
24) 内堀基光 も ， モ ノ が過去の出来事の特権的な記号と な る こ と ， そ し て モ ノ の意味はそれに関わ
るモノの人生のなかで生じた出来事の記憶と結び、ついて重層性を帯びることを指摘している[内
堀 1 997 : 15J 。
25) 湖中真哉も ， 市場経済化の なかでケ ニ ア の牧畜民サ ン ブルが牧畜民 ら し い家畜観を維持 しつつ
も市場経済に対応している事例を示している[湖中 2002J。
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